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成田市緑の基本計画 

8-4 遠山地域 

①地区の概要 

・遠山地域は本市の南部に位置し、富里市、芝山町と接しています。地形はおおむね丘陵

地であり、地域の南東には地域面積のおよそ 1/4 を占める成田国際空港が位置していま

す。 

・空港へのアクセス交通として、東関東自動車道・新空港自動車道の自動車専用道路及び

ＪＲ・京成線が通っています。 

・幹線道路としては、国道 51 号・国道 295 号・主要地方道成田松尾線・成田小見川鹿島

港線が通っています。 

 

②都市計画における緑地の考え方 

○拠点の整備 

・さくらの山を市民のレクリエーション拠点、本市の観光拠点として活用していくために、

その機能を拡充するとともに、その周知に努めます。 

・あわせて、市内及び地域内の観光情報などを提供することで、三里塚記念公園や三里塚

さくらの丘などの他施設への回遊を促し、地域内への観光客の来訪を促進します。 

○魅力があり利用しやすい公園の整備・拡充 

・三里塚記念公園については、市民及び観光客のレクリエーションの場としての利便性向

上のため、駐車場などの整備・拡充を進めます。 

○水と緑の動線の整備・拡充 

・市内及び地域の緑地資源を連携し、都市の緑の骨格を形成していくために、根木名川や

取香川沿いの遊歩道などを活用した動線づくり、ネットワークづくりに努めます。 

・地域内の主要な公共施設や新たに整備・拡充する公共施設などにおいて、施設の敷地を

活用した緑化を推進します。 

 

③緑の特徴 

・地域面積の 1/4 を占める空港施設 

・空港周辺の三里塚記念公園などの樹林地 

 

④緑化の基本方針 

丘陵地の緑などの自然環境を活かした日本の空の玄関に相応しい緑の保全及び景観形

成に努めます。 

 

⑤緑化推進の方向性 

・自然環境資源、景観資源である三里塚記念公園の樹林保全 

・さくらの山の市民レクリエーション拠点機能強化 

・三里塚記念公園、三里塚さくらの丘などの回遊性強化、ネットワーク化の推進 

・根木名川、取香川沿いの遊歩道などを活用したネットワーク化の推進 

・成田国際空港周辺のさくらの山などの観光レクリエーション機能強化 

 

⑥重点的に取り組む施策 

・さくらの山の整備・拡充 

・三里塚記念公園の機能強化 

・花の回廊構想の推進 
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成田市緑の基本計画

図 遠山地域の緑化推進方針 
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成田市緑の基本計画 

8-5 下総地域 

①地区の概要 

・下総地域は本市の北部に位置し、利根川を隔てて茨城県に接する県境の地域。地形は利

根川・派川根木名川・尾羽根川周辺などの低地には水田が広がり、他はおおむね丘陵地

となっています。 

・利根川沿いに国道 356 号が東西に通り、また常総大橋を渡って茨城県へ通じる成田下総

線・横芝下総線・成田滑河線が本地域を南北に通っています。また、地域の北部・利根

川沿いに JR 滑河駅があります。 

 

②都市計画における緑地の考え方 

○利根川周辺などにおける拠点整備・拡充 

・緑うるおう都市づくりを推進するために、利根川周辺において、（仮称）下総親水広場

の整備を進めます。 

○魅力があり利用しやすい公園の整備・拡充 

・地域住民の手軽で身近な憩いの場を確保するために、下総運動公園やスポーツ広場など

の整備・拡充及び施設のバリアフリー化に努めます。 

○水と緑の動線の整備・拡充 

・市内の緑地資源を連携し、都市の緑の骨格を形成していくために利根川・派川根木名川

沿いの遊歩道などを活用した動線づくり、ネットワークづくりに努めます。 

・地域内の主要な公共施設や新たに整備・拡充する公共施設などにおいて、施設の敷地を

活用した緑化を推進します。 

 

③緑の特徴 

・利根川、派川根木名川、尾羽根川周辺などの水辺周辺の田園・里山の緑 

・丘陵地等に残る樹林地 

 

④緑化の基本方針 

利根川などの水辺や周辺の田園風景、歴史的資源とその周辺の樹林地などの保全と活用

及び景観形成に努めます。 

 

⑤緑化推進の方向性 

・地域内の歴史・文化的資源（ナウマンゾウ出土地・滑河観音・小御門神社など）周辺の

樹林地の保全 

・（仮称）下総親水広場の整備 

・利根川、派川根木名川沿いの遊歩道整備・拡充、ネットワーク化 

・利根川沿いに広がる水辺・緑地景観の保全 

・下総運動公園やスポーツ広場などの整備・拡充 

・公園施設のバリアフリー化 

 

⑥重点的に取り組む施策 

・（仮称）下総親水広場を含めた利根川周辺の整備 

・市民活動による里山保全 
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成田市緑の基本計画

図 下総地域の緑化推進方針 
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成田市緑の基本計画 

8-6 大栄地域 

①地区の概要 

・大栄地域は本市の東部に位置し、香取市等と接しています。地域の南部は丘陵地で、ま

とまった畑地が広がり、地域の北部は大須賀川が丘陵地の中に入り込み、その周辺の低

地には水田が広がっています。 

・地域を北東から南西にかけて国道 51 号が縦断し、中心市街地は道路沿いに形成されて

います。また、南北に横芝下総線、東西に成田小見川鹿島港線が通っています。 

・地域の東部に東関東自動車道の大栄 IC があります。 

 

②都市計画における緑地の考え方 

○圏央道 IC 周辺などにおける拠点整備 

・計画が進められている圏央道（仮称）成田小見川鹿島港線 IC 周辺などにおいて、自然

を活かした公園としてグリーンウォーターパークの整備・拡充に努めます。 

○魅力があり利用しやすい公園の整備・拡充 

・地域住民の身近な公園や憩いの場を確保するために、グリーンウォーターパーク・ふれ

あいの丘公園・大栄運動場・（仮称）大栄野球場やスポーツ広場などの整備・拡充及び

施設のバリアフリー化に努めます。 

・地域内の主要な公共施設や新たに整備・拡充する公共施設などにおいて、施設の敷地を

活用した緑化を推進します。 

 

③緑の特徴 

・丘陵地に広がるまとまった畑地 

・大須賀川周辺に広がる水田と入り組んだ谷津田、里山 

・大慈恩寺などの歴史的資源 

・東関東自動車道などに隣接する道路緑化 

 

④緑化の基本方針 

大須賀川周辺の谷津と里山などの風景と歴史的資源の保全と活用及び景観形成に努め

ます。 

 

⑤緑化推進の方向性 

・大恩慈寺の森などの自然度の高い樹林の保全 

・大須賀川周辺に形成されている谷津、里山の樹林地の保全と市民の森などレクリエーシ

ョン資源としての活用 

・道路周辺地域への自然を活かした公園の整備・拡充 

・グリーンウォーターパーク、ふれあいの丘公園、大栄運動場、（仮称）大栄野球場、ス

ポーツ広場などの整備・拡充及び施設のバリアフリー化 

・圏央道（仮称）成田小見川鹿島港線 IC 周辺の新たな景観形成 

 

⑥重点的に取り組む施策 

・グリーンウォーターパークの整備・拡充 

・市民活動による里山保全 
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成田市緑の基本計画

図 大栄地域の緑化推進方針 

 

 


